
「学校の教育活動に関するアンケート」結果について 

２学期末の「学校の教育活動に関するアンケート」の実施につきまして、御協力ありがとうござい

ました。アンケートの結果について、お知らせします。 

 
子供たちの評価は、全項目についてＡＢ合わせて８０％以上となりました。また、保護者の皆様よ

り、質問１０項目中７項目について８０％の評価をいただきました。 
  一方で、質問②⑤については、意識して取り組んでいく必要があることが分かりました。 

今年度は、参観会や運動会・音楽会など、学校での子供たちの様子を直接御覧いただける機会が増
え、うれしく思います。今後も日々の様子について、各種たよりやブログ等で積極的にお伝えしてい
きます。御家庭でお子さんと学校の様子を話すきっかけとなり、お子さんの思いや成長を知るよい機
会にしていただけたらと思います。 
教育活動についての御意見もありがとうございました。応援・励ましのお言葉も多数いただきまし

た。保護者のみなさんからいただいた御意見を参考にしながら、令和５年度の教育活動が子供たちに
とって充実したものになるように、全職員で話し合い、計画していきたいと思います。 
 



 

 

令和４年度 浜松市立佐藤小学校 学校評価報告書 

 

１ 自己評価 

自己評価結果及び考察 

   別紙（集計表・学校便り掲載文）のとおり 

２ 学校関係者評価 

   ２月１７日（金）に開催した学校評議員会において、自己評価結果及び考察について委員に報告。

委員からは以下のような意見があった。 

  ・ 参観した授業はバラエティに富んで工夫されており、見ていて楽しかった。 

  ・ ＳＤＧｓについての学習は、子供たち一人一人が目標達成に向けて取り組んでいることが             

分かった。今から思いを持って実践することはとてもよいことだと感じた。 

  ・ 学校に出向く機会が増え、子供たちの様子を直接見ることができるのはよいことだと改めて感

じた。パソコンを使った発表をしていたが、子供たち全員が技能を身に付けることは大変なこと

ではないかと思った。 

・ タブレットの持ち帰りが日常的にできるとよい。欠席時等、授業に遅れずについていくことが

できる環境を整えてほしい。 

・ 情報端末機器を持つ・使えることが当たり前の時代になった。情報モラル講座を早い段階から

行うとよい。また、保護者への啓発も必要であると感じる。 

３ 学校関係者評価を受けて 

   学校関係者評価を基に、以下の点について改善を図る。 

    ・ 状況に応じて直接参観していただく機会を設けたり、学校だよりやホームページに積極的に  

学校の様子を掲載したりして、さらに開かれた学校を目指す。 

・ ６月の参観会で、３・４年生の児童と保護者を対象にした情報モラル講座を実施する。                                         

・ 授業等でタブレットを日常的に使用するとともに、非常時等の学習保障に対応するための手段

として積極的に活用していく。そのために、タブレットを家庭へ持ち帰り接続テストをすること

や職員研修を定期的に行う。 

別添２ 


